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フィラテ‘‘ルフ ィ ア美術創'i;J 祈蔵、 1店化 I紺絵螺釧鎌·介胤多節: ~•';'j (以 後本査料 と 呼ぶ） は在外 11 本 古必術 i'n',修似
ｷ]'; 業の 炭 と し て 平成 13 イ I '· 6 J l ~ 平成 15年 3 月 までの22か ） l I 川 、 束ぷ文化財研究所第 ·修似ア トリ 工に
い て修復が行われた。 本才，訂は 1呆イ（・修復の際得 られた＇情報 と 修似の経糾＼をまとめたも
概要
木製、 漆喰り の ,,,,j I) 廿 き ） i を 仙'i えた小 ） 1性 の dふ絵笥笥であ る 。 仝 I(1 j を 本彫朱漆喰とし、 背 1(ii を 除 く 各 1(1 j に 窓
枠をもう け、 四令 1\\化凶の曲絵 を施 して い る 。 木咬料は 1876 年、 ヽ 1 ',11ふア メ リ カ 最人の 部 iii で あ っ たフィ ラ
テ）レフィアにお いて独立100周年 を記念して 間催 されたフィラ テ,,ルフィア ）i 1,.1 I曹: 'tL会に 出 ， 11111 さ 札にもので
ある 。 所）l泌節であるフィラデルフィア必術' fo',; は 判1、'i=の 出，',i',作 を数多く 所）l泌 してお り、本沢料 も ま た、その
折llVi: 人 され）祈成 さ れた笥笥であ る 。
ヽ 1 '1 II 、'i= 、 IJ j 祐政Jiサ は万 jJ.11曹虹会 を 文術 I羞 ， 11111 の輸出の契機 としてとらえ、 1 月 を帝げて賑興災に JI又り 糾み始
めた 11..'i=期 であ っ た 。 本査料には西欧人の如f趣味にあわせた 、1，⑮, 厄が 、1揺識的 に 」収り人れ ら i し て お り、 明治初
期 、 牛'j: に 愉 ，'I', を 11 的 とした 1 立足 ，＼ん の牡色が視れた作，'11 り として 、 また 、 11 、'i=代がl.怜しできる 邸味にお しヽ ても 汎
屯な d、'f:絵質；`．笥であ る 。 （図 1 、 2 )
形状及び細部の仕様
木賽料のh粁．辿 は ｝底板、 イHI!板、 天板、背而板、台輪の
それぞれを 内外 とも 1l Iこ げた後、鍛造した釘で打ち付
け、糾み I ·けたものである 。 接合部である ）舟戸面 に i
釘穴が II 立 たないように塗が行われた後、緑と筑色の
色漆で1岡略化 した烏の文様をオ紺 き 、 磨き上げている 。
両開 きの扉は各而 2 個 の 内蝶番で本体に取り付け
れ、 1「而 l ド央には牡月の図を毛彫した鍵金具が取り 付
け られて い る 。 金具は銅に微祉の金を含有した赤釧の
烈_I ·げ色である媒色とし、 毛彫と飾金具の周囲を金鍍
令で仕上げた ものである。扉下には 1 杯の抽斗と 2 杯
の小オ111斗 を 、扉内には大中小の小抽斗六杯を備え 、 鍵
金具 と 同 じ仕土げによる摘み金具が付 く 。 （図 15)
15 
Front, metal lock and key, after restoration 
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背面の全面とその他 4 面の窓枠に は、木），',j多朱漆冷 り で桝形の地火にイ廿僻の文4菜 を 密に彫りこみ、 そ れそ
れの石櫂の外皮には桝形文、 I ! 桝文、化桝文、他叫と文 を施 し表情既かなものとして い る。 ( l>< I 2) 
木彫の塗は彫りの峰部を艶のある朱喰 り とし 、），',]多 り の谷には朱色の顧料がそのまま施 さ れて い る こと力
ら 、朱塗り に朱蒔の技法をijj: 川 し イ I : Iｷ. げら札て い ることが解 る 。 朱 I淋 とは 、），',]; り に 紺 ＜ 漆冷り を施 し、漆
が乾く前に朱の顔料を iiぶ き 付 けたものである 。 木衣料の楊介は i ii条部分のみ朱漆喰り を 数 1111行い、磨
の仕上げを完了 して お き 、 その後令 1 (1i に生漆を摺込み、峰部分の漆を拭 きき り、 その , -_で朱粉を彫り の谷
部分にのみ残るように 1紺 き 、令休 を )~埒 き イ I : Iｷ. げしたものである 。 車色の朱色に I唸彩か付 き、 彫り の形 を 強
く際だたせる鎌倉彫の冷技法である。
各而の窓枠内には、 ：且昌色仕 卜げ 1 (1 i に繊釧 な 薗絵螺釧が施 されて い る。 」い(1i左の厨には削肉の高蒔絵 -, •• 
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Cracks on the back, after restoration 
,': 化 1/、'i絵螺釧鎌介彫節．符'j 1 
麦の穂を描き、 遠胡に釘訓 1 ·. と 息われるヒバ リ を象 嵌 している 。 イ i ii にはもみじとその~咽呆が、令粉に朱
の顔料を蒔きつめた変り 祢の技法 と I'I 蝶具の象嵌で表さ れて し ヽる 。 ）~( ドの柚 ·l には約に 、 ！悶、小刊l 斗 には/, ·.
面に憮子、右面に松菜に木の火を (I 蝶具や貨蝶具の象 嵌 と 薄肉の ,•,':j , 紺絵で表している 。 ）く板 には冬の ·h附揺
であ ろう か、 一本の水仙 に枯菜 と 木の火が添えられた図が11 i]~ 浜の技法で枯'i か札る 。 ） I~ 側血には 硲の栄 を 令
銀の薄肉高蒔絵で、化 を l'I 蝶具の象 嵌で表す。 辿 贔には い(1j のヒバ リ に使川 されたものと 詞質の索材で ト
ンボが象嵌されてい る 。 れ側而には栄桜が左側而 と , , i]~ 染の技法で表されている 。 これらに使川 された i'I 蝶
貝の背面には 、 淡い糾色に着色 した和紙 を 伏せ彩 色 として貼 り つけている 。 このため），',j~ り の深い 部分が付(
かに紆色に見えることで繊訓な ），',診りが強 1 ~11i] されている 。 四季折々の 仰'(物 に 'ii i を 糾 うヒバ リ 、 ト ンボ、 化
弁、枯葉、な どが脇役のようなイ（在 として 必ず添うように廿'jかれ、それそれの季節 を ·h『感既かに表現 して
いる 。 こ のよう な 窄間 を 1 1 : かした絵 1叫的なiふ絵は江） ；後期 にも 兄 られる表視形式であるが、 その イぷ統の流
れをくむ rl対絵とい える 。 木査料の制作年は明治 9 年以前であ り i/,\1絵師たちは江戸の時代 を牛 きた 1紺絵 !'\Iii そ
のものである 。 制作の技術や、1訊屑の名 え ）j に 汀． ） り紺絵の牛革色が強 く 視れるのは当然といえる 。 （図 4 、
16-19) 
方で扉の内側 には新しい IIふ代の衣視が兄 られる 。 ）v( の裏 T(1i と 6 杯の小打1」斗の前板には、 冠.'i' の ·,,;;; I: の
図が箪致を残すような技法で衣視されて い る 。 色説，1 も ii、'i絵の リ，し に対し て水色 を）よ訓 とした IIJJ るい 色 を使川
してい る。 技法と して は塗膜の表血 に研 ぎつけた跡や艶 I ·げの処理が見 られる ことか ら漆裕 り の技法と名：
え ら れるが、 当 II寺紹介 され始めた油絵の衣況や技法の彩評も 兄て取れるのではなかろうか。 (l:;< I 3) 
現在、国内には東京 I r. J ヽ'rl1.1l物創·,; に 1 1ｷ の出 祉， II 録と、受 'l't 11 録が 1 -Jill、また、国立公文書角＇｛ に 1 1111の 出
品日録が保存されてい る。 ,11', 11, 数が膨人である のと 、記載が節略なため本査料と特定される記載 を見つけ
ることは出米ないが、 そのうち Jい; ( I , q 、'r. l' lり物 f(行 に 所）1': 泌されてい る II 鉢 1 の なかに、バ 11椅 已之平（父 1 ミ）、
池田泰真、 小川松L心 など i 1: / ; 後期 よリ 泊邸 し多くの 名 品 を残 した蘭絵 1りfi の 名前が、膨人・ な数の漆悩や術
寸、小節筍などの iiぷ絵‘家具 とともに記さ札ており 、本狩料 との 1州辿の 11f 能‘性が推測 される。
修復前の状態
本査料の担勧は索地である 本質の屹煤による 収絲i に起囚 しており 、按合部や木）形部分 に 爪人な亀裂が発
生 していた 。 敏も 人 きな亀裂は背 1 (1i の 本）形漆喰 り の 乳: 1 ) 分 に、背 1 (1i/,: 端より 16cmほどの 地、,,',,: で縦）j 向に最人·
幅 3 mm 、 長さ 4 1. 5cmの亀裂が人る 。 ） ， ：れ に分断された似はれ側の材が外側 に 1 .5 mm ほど膨れた状態で l,'iJ 巫
されており 、 左右のみならず前後に広が っ た亀裂は火際の 、j法以上に大 き＜ 兄 え 、 ：1 , ri 々しい状態であ っ
た。背面板には上下に木地の狂い を 抑 える為 に 2 . 5cm l ll乱 の端喰材が人 るが、その接合 1(1i にも 亀裂が人り、
上方で15cm、下方で 8 cmの亀裂が水平方阿にイlji びていた。 木彫部の亀裂周圃 には り）削が容易な柔らかな材
質のためか各所で欠損が見 られた。 （図 7 、 8 、 20 、 2 1)
こ の背面板は上下左右の材に囲まれるようにはめ込 まれ、緑）;';-] りの朱飲 り の部分で釘によ り接介された
後、 下地と朱塗 りが行われているのであるが、 ―［炭こ の接合部分か ら天椒 と側板の三 ）jで元令に 切れ、 I I 
輪との間も亀裂が生 じた状態であ った。背面から見て）tイ則の亀裂は人 きく、 ｝政人: 11w; 3 mm和に ）ムがり、 側板
中央付近が大きく外側に膨らんでいた。 （図 22 、 23)
木地の亀裂は左右の側板にもおよび、両側面と もに台輪 との按介部が人きく り） れ、）， •：側ははほ小火の位
置で下方より蒔絵を分断するように中心付近まで 1 mm ほ ど の ,1w; で 切れていた。 iiぷ絵が施されている黒喀り
の面を よく見ると わずかに接合の跡が見え、 接ぎ合わせの箇: ) iJ1であることが解 る。 れ側而は背 1(11省りの箇
所で木彫部に縦方向の亀裂が入る。台輪と り軋板の寸法に 1111111 ほどの ），＇.. ：があ り、 側板のみが大きく収縮 した
ことを示 している 。 （屈24 、 25)
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両側而と天板には蒔絵の完了後に嵌め込んだ螺釧の欠損が見られた。 左佃l 中央には蒻の花が 4 個の白蝶
具の四具を川いて表されているが、先端部分の最も大きな貝が欠失しており、薄紅色に染められた利紙が
現れて いた。 イ i側而は左」：部とオ［ 中央部の桜花が 2 つ欠損していた。左」．．部は貝周辺の蒔絵にも欠1員が見
れる 1 ~、同 11かに剥落したと息われる和紙がケミカルな素材で節略に接芽＇『 されていたか、変色が著 しく、
的れた状態であ っ た。 右 中火部の具 は、」1而判.I斗の奥にり長り 付いた形で保介されていたが、 汚れが激しい
I ·. 、 中 央部 に 亀裂が人 っ た状態で付杓しており 1真正に取り外す必災があ っ た 。 また残存する貝も 一部に剥
開mが兄 られ剥裕の fU, 険があ っ た 。 天板は水仙の化 と 1青菜の一部に象 i1決の欠祖が兄 られた 。 ‘ り初は剥落面が
令），＇氏 が腐食したような 印象の灰色であ っ たため、令）萬の卯嵌 と 名えられたが、観察の結呆、汚れの下に和
紙のイ［在が認められたことから 、 側而同様螺釧が象嵌されていたことが判明 した。 側 1(1i に比べ蒔絵自体の
拍似は少な いが、 tりれと）腐食が杓：し く 、注、怠深く ク リ ーニングする 必災があ っ た 。 （図26 - 28)
d炸絵が施された黒漆のよ血には、各而 ともに捺り似や指紋がt~ る 所に兄 られた 。 4、'「 に大板の抱）l災は臼濁
した被膜が）り1: < 被り艶を失 っ て いた 。 また オill 斗 内部の喰膜 もう っ すらと 礼且しが倣 っ た状態であ っ た 。 （図
9 、 30)
扉内部の漆絵に は指紋や水滴状の染みなどの朽れが、点在 して いた 。
本彫部は各而 ともに焦色の Jイ［粕物が見 られた 。 特に人板の）形り の糾れは 苫 しく 、彫り の谷部分の形状が
不明なほ ど であ っ た 。 また、 背而の彫り の峰部分には強い I I ・・ ）」 で他の硲膜 1 (1i と 接触した際に付いたと思わ
れる 灰色の唸料状の付秤物が各所で見 られた。 （図 5 、 6 )
｝氏災 は移動のたびに｝底面が捺 ら れたためか、木地が蕗1'-11, するほど激し く 損似 していた 。
9 日（雌建令具は右扉の金具の左端にあるプレート状の飾り 金具が欠落し保fr されて いた。 こ の金具裂には 2
伽1の突起があり鍵金具本体に嵌るように作られていたが、片側の突起が折れ機能しない状態であ っ た 。 ま
た右扉の 内蝶番の組み付けが悪＜ 扉にがたつきが見られ、閉じた状態で1州か に）「：に イ項いてしまう仰向があ
る I ·.、鍵が久われているため施錠がで きず、扉が常に開いてし まう 状態であ っ た 。 また、』 j)井の鍵金具は
本の釘が欠出 し 、 左扉背而の差込式の止め金具の釦は 4 本の内ドの 2 本が欠祖 し、後祉］の鉄釦が代JI」 さ
23 背面左伽l亀裂 修復後
rack on the left end of the back board, before restoration Crack on the left encl of the back board, after restorat10n 
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れた状態であ っ た 。
修復
修復は、日本の 1 叶指巫文化財に適）心 される 現状保イf修似の似則 に）＆づいて 1 J~ うこととした。 削 11 ['i l l の イ I:オ菜
については東京文化財研究所修似技術憎I I 伝統技術研究‘至辰、 /Jll )J暴迎氏、所）1泌飴フィラテルフィア災術創i
担当官、マ ラ ン カ サリ ー氏 と 協議 した I ·. で ‘火施 した。 本壺料にお け る修似の 葛，l.i: と ） I~ 本）j針は以 卜.の辿
りである
1. 修復におい ては、イぷ統漆滋技法および伝統材料を 使川 し、本費料の牛'i:性 を失わぬよう 現状維ボヤ を ）甚 4
姿勢とし、最遥な修俊法を 心がけるも のとする 。
2 . 本査料の亀裂は、 長期にわたる乾煤によ る 本地の収縮か らきて い る ため‘元令に接合することは困難で
あるが、保仔環境を蜂え可能な限り本地の形状 を補 1F.することで、蚊小限の亀裂111闊 で修複すること
る 。
3. 塗膜及び彫り部のflうれは、仝体のバランスを 配）恙 しながら 11f能な 限り」 ［又り除く 。
4. 欠損した螺細は復元も検討 したが、本賽料は具衣血の レリ ーフの状態が想定できない土、周辺途）l葵の
傷みが激しいため、総体的に検討 した結呆、現状維持 とすることとした。
以上の、1訳 を払本方針 とし、 作業の辿行にしたがっ て牛 じた 問題につ い て は、その都度閃係芥で訊し合
い、修復法を検討することとした。
修復工程
1. 本査料には美術創＇｛側で作成 した詳釧な （じ裂や擦過似および欠柑部のチ ェッ ク リ ス ト が添付されて い た




3. 亀裂部周辺に発生してい る冷)I岱や本地の船l 腐化の 内、儀lj 浴の危険がある ものには、雁）文紙 を知 1111状 に糸Ill
く切 っ た紙片 を生魅糊 を川 い て 貼り つ け、 作業中の欠出の f'IW とした。
4. 背面板の形状を可能な眼り補正するため 、 ,·,·,•i i /11Ui に 粛l格 した汎叫 し 風，’心 に本査料 を 」支期 に渡り 1呆↑岱する
こととした。 湿し風呂の i/』度 を徐々に J ·_ げ、 そ れに伴 う 他裂の状態 を観察し、材木の {i)J きを把趾す z.
ことにつとめた。 蔽初の万か ） l 間 ば湿．度 を 70% - 75% に維す、 'j: した状態で保笠 したが、 ほと んど動 き i
確認できなか っ た 。 そこで湿度 を 80% - 85% に リ 1 き I ·_ げ 、 さらに、本製の枠に納め背血側 より 丸枠 を
用いた芯張り を立て 、） ,: ーカ を 加 えたところ 、 2 辿間の 11s, 、点 で動 きが兄 られた 。 背面 に兄 られた 3 rnmllr',¥ 
の祖裂は 2 mm に改柑され、段匁も イ·Wかであるが I II国が兄 ら れた 。 ただし、背 1(1i板と両側板の隙間 に i
変化が見られなか っ た 。 ( l :>< 1 3 1)
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5. 本休への加湿のJlJ JIIIJ 、 剛l災及び彫り
に Jif=.柏 した朽れのク リ ーニングを 行
っ た 。 ：且漆の冷膜に は池い）文）l如が残
f汁 しており 、 シェラックなどの冷装
が1 iわれた疑いがあ っ たため、 1、,,:· 除
削 に紫外刷蔽彩を 行い残留物の確認
を 1 iｷ っ た 。 その結呆、 席 ）j災如（旧こ（
喰装が1 iｷ われた ） 1多 i称 はなく、ワ ック
スなど何 らかの艶 I ·. げ材が湘 く残位
したも のと 名： えられた。 ：且漆及びd、I(
絵螺釧の 部分に対 しては、純水 を 使




しては、溶剤試，I_I餃を 1 iｷ い、唸）炭 に 刈
して安仝な溶剤 を選択した。 試験の
貼呆エタノールでの拭 き収りが波 も
艮好であ っ たことから、糾溝にエ タ
ノールを合ませ、徐々に汚れを収り
除くこと で辿炭な艶を阿復すること
ができた。 ( I:況 1 32)
6. 朱喰り の彫り ；~; 1 1 の tりれに対し てし、
始めに ）j製の 強い特殊な毛枠で彫
り の 奥に残留 した埃 を す蚤き 出 した 。
——— 
- --" . "'一,,_ -,._--―=-一;,:-;:ー--1'-給9
鴫、• ヽ----~~ 岬H瓜J
＇ヽ， ,,,'.･ 心 ·、', . ,,、 9
'ｷ._  .,:、'-;• ;' 
~ 一 -~ 
2 5 /, ・・ イJli] 1 (i rl~ 1(1 i イJll]
しc 「 L r acc. Lowa rd the 「ro n l
しかし、この作業だけで」イ［粕し た 切れは除ムできなかったため、 薄＜宋 らかな紙 を ）形りの部分 に当
て 、 その Iから 1!1'~かに水分を合ませた喰刷℃で彫り の谷部をたたき、 I .'i i イ ，，t した 的れを 水分でゆるめな
がら紙の繊糾に i刃れを吸い取 らせることでバ1 '1: かずつ i り ずしを 収 り除くこ とができた。 ）火色の塗料が固着
した部分 は、 水拭 きや浴剤での除去が,f: 11f 能であ っ たので、ガ先を浴とした彫刻））で命膜を僅かすつ
l『 lj ることと した 。 （図33 、 34 )
7 . 火板にある螺釧の欠損跡は、灰色に変色するなど 最 も 切れが激しか っ たが、伽J f1材料であ る利紙が残
っ て い る ·Fが確認されたため、水分の使川 を杵 え、モ枠 とエタノールによるオ愉除のみと した 。 また右
側 1 (1 j上部の桜化の螺細欠損箇所は接軒の際使川 された材料の変色と硬化のため、和紙本米のしなやか
が失われた状態にあ っ た。当初、 溶剤 を ）-I l い て接邪材のみを 除去する事を 11 的 として作業を行った
が、和紙が粉状に崩れる状態であ っ たため、 全て取り外すこととした。
8. 帰除後の墜膜に極薄い生漆を含浸させ塗膜の強化を行 っ た。漆の表面は経介―:_変化により極細かい断文
が人 る。この断文が光を乱反射させ艶の減少を引 き起こすとと もに、塗膜に手油や指紋を残 しやす<
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26 左側面螺細欠損部
Missing raden on the left face 
` 
凶
29 火板修似11 1 )
Top board, before restoralon 
翠辺
左
Top board. after re!.;loralion 
27 オ了{J!IJ 1(1i I -.r°'i l l9翡，：含Il l ク(mtrn イl多移ilj,j
Missing rade1 on しhe upper pr1rt of the right face. after re8toration 
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36 
Impregnating lwlzz邸o inside 
162 
る 似囚に な っ ている 。 このため、漆の含浸は修復の際には一般的に飲股全面に行われる作業であ る
が、本壺料の場合は彫りの 部分の li'il めに牛'i:別 な 配）恵が必変であ っ た 。 それは、朱 ,i対の処埋が iiふ さ 放 し
ため、 li'il めの際、朱の色に変色の危険があり 、彫り の谷部分に浸透しないよう峰の部分に限定 して
同め作業を行わなければならなか っ たことであり 、釧心の汁瓜 を 変する 作業とな っ た 。 ( lxl 3 5 )
9. ほほ．． •年 にわたる ）JI i址 と 心りk リ による 本地の修 化 も 最終段階 とな り、心張り を収り外 し、漆公 ， '11',
10. 
っ て 最辿な塚燒である 60%~ 65% の湿度まで徐々に ）火 すこととした。 ところが、 1!11!. )文 を 60% に ）ノJ - •­
と 、残念ながら本地は修 正前の形状に）及ろうとし、段），図も 発牛する状況であ っ た 。 このため、修復後
保イ！＇．． 」以lj位を名えた場合、 心張り などの J I : )J による 修 正は修似部分の （じ裂につなが リかね なし、 こと 力
‘、 60%の尉燒で） 1 ゾ） を かけな い状態で安巫 した地点で本地の接合 を h しヽ、刻＇戸の 允康に よるな心が
最 も 本費料に適 した修復であると 判断· した 。
亀裂の ）討l 辺 を補強するため溶剤で礼りめ た 支漆 を 含汝 した。
1. 必漆に淋の繊維 と エゾマツ の本粉 を 混ぜ合わせた刻＇戸 を 作り、他裂の発牛 しに本地の 中心部分から針
を ）JI  I ・．した欽総で如典し た 。 中心部分が I ·分に位媒した後、 内側 と 外側の メ又）jか ら 允瑣．するのであ Z:
が、刻＇戸 は一 度の如打で屹く）'/み に 限）文があるため、 1 mmf閑度の ） ' /みを l >J辻度に l 数 I I I に 分け て 如渡
ることとな っ た 。 中心部分は按牙"(-) ) が求められるため女漆の ： 化 を多めにし、 」姪めの麻の繊維を多川 し
た 。 また、冷膜衣而に近く なるに従っ てよ リ糸Ill か な木粉 を 1出川するなど、深 さによ っ て 刻位の成分 を
心 ぇて 如渡 を行 っ た 。 （図36)
12. 如渡による 人まかな形状が,),し［ した後、彫金川の鑢を 川 い て ）彩り の形状 に合わせて形を 東各 え に 。 地 」 ． ．
など訓かな部分の俊元は迎けたが、火や菜などは篠tl'\: の ~)j げとならないよう）l多状のつなが リ が判明
ろ 程度の似几 を和 っ た 。 ( lx l 37)
13. 他裂部の衣 1 (1i を整えるため、女漆を柏筏で箆付けした。
14. 衣 血 を 名介砥石で窄{iJl ぎした後、 d、lj.絵筆で透漆を喰 っ た 。
15. jlf. J文表 血 を 名介砥石で空研ぎを行い表 1(1iの仕 I ·. げに価 え た 。 ( 1>< 1 38 )
16. 背 l川の亀裂部周辺は、彫 りの 1隆部分の朱冷と谷部分の朱 1/、1; の二つの処J州で1 1 : Iｷ. げ
部分は本米イ｛在しない部分であることから、亀裂の修似部分令休を朱 1 /J{ の イ L Iｷ. げと
しヽ るが、 如浜
- ととしな 。
'-~'lは、朱蒻の }jが塗に比べ彫りの形状が柔らかく 兄 える L 、 色の 臼Kが弱められることから、鑑,, ,
の 女）j げと ならない と斗':lj 断 した絆渫である 。
17. 朱蒔には朱漆の顧料である硫化水鋲を使用した。 硫化水銀を掠材料とす る朱は赤み の強 い）j から ~)
朱、赤 l二l 、筑口、淡日、の 4 種類である 。 今同はこれに弁柄と焦弁枡iの 6 種の顕料を調合して、近似
色の朱粉を製作した。
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18. 名介砥れで表血の -;f'i みを 東各えた修復箇所に、 Ii、怜絵 ,. .I陀を 川 い て透漆を 紺． く 地喰し 、 t枠 を 川 い て 朱粉 ＃
晶 き詰めた。 ）f多状が複雑なため地喰 り に 11 、'i'間 を 災 し、漆の 収しきを名： ｝忍すると 一 •度 に ii\ ける 範圃 はオ 'I•
そ 10cmであ っ た 。 また ），『l 辺の）形り に朱粉が散 らな い よう 配｝恵する 必災があり、 相）心の 11 、'i'= 間 を 災する 作
業であった。 （図39)
19. 乾いた朱粉の表血に溶剤で洲めた透漆を染みこませ、 1 り心ど朱粉 を ii、l,i き 晶めた 。
20. 朱蒔を終えた修復箇所の帖l 辺に残留し た外＼粉 を 毛林で払いのけ、溶剤で薄めた透漆を 柚遺t <喰 り込
み、余分な漆を雁皮紙で吸い取り、朱粉の 間めと した。この作業を数 J11J繰り返し行 うことで漆 I i'il イ i の 色
味である褐色が朱粉に浸透し、）剖辺 との色相 に泣和感のな い状態 をつく りだすことができた。 （ 図 40)
21. 螺釧欠損部の周辺塗膜は、 塗膜が下地こと 輩lj /lim しているため、 伏せ彩色に使川 した和紙 を 杓 さダ，ヽ 1- '
に注意しながら 麦漆を亀裂に流し込み、 本枠に納め、 心阪り をたて扱イ\ した 。 革lj 腐ff:部 と 心阪 り枠の間
には安全かつ確実に接着できる よ うに、樹脂板やビニールなど 4 Ji;、 ,1 の材質を 爪ねた緩衝材 を快んで押
さえ込んだ。 （図41)
22. 右側而上部の螺釧欠損部は、利紙 を収り除いた後、彫刻）］ で 1ヽ・地 1(1i を格えた 。 晶lj淵:i呆イf した和紙 を 顕
微鋭で観察する と比較的繊維が糸Il l < 、 1叫ヽ但'.i i 川 にあ り、 利紙の 中 でも ）'/Tの ）nu文紙に類似し た和紙で
あると 考えられた。 螺釧欠机部は視状維すれの ）j針で修似する J'- ~i: であ っ たが、本欠祖部の状態は 、 虚監
買」．．遥和感が加 く 感 じられること か ら 、 和紙のみを似｝じ し貼 り込むこととした。 ）豆手の）雁皮紙に ）j蓼で
溶いた弁オiりでオ''j: 色 した後、 象lj /fil/噌;II である桜化の形状に 切 り抜 き 、膠 を 川 いて投奇"i"- した 。 （図28 )
23. 泉IJ ;落し 1尉｛・されていた桜化形の具箪鼎誰部 は、泉I] 腐m , r1i に和紙が残 っ て い るものの 、 隅の部分がせ リ トが
り 平而が崩 れているため、況状では具 を貼 ることが出米ないと 判断 さ i したため 、 I>関 の和紙の一部 を 削
り洛 とす こ ととし、小足部分には刻＇戸を允J渡 し、桜着; 1 (1i を格えた 。 表 1(1 i が猿IJl雅 し ,fll紙の地色が鉗出 し
た部分は弁hりで着色 し 、 鑢で）店l 辺の命）l災の形状 を 丸各 えた後、膠を 具の背間 に付け、指で軽 く 押 さえ 込
み核竹 した 。 （図 42 )
24. 保怜されてい たプ レ ー ト状の飾令具を鍵令具 に取り 付けるにあたり、 ,{, Jiの鍵金具 を収 り外し た。
た、 金具の背面にあ る 2 本の突起部分の 内、吸机 している l ·. Ji にある突起部分を工ポキ シ樹脂で廂り
上げ、本体に嵌るよう に似几 した。 この扉 は本米であれば、 鍵穴にX し込 まれた鍵が扉のつまみを 服
ねているのであるが、鍵が失わ几ているため、この飾令具がその代川 として扱われ破州 したものと 名：ぇ
られた。今後も同様の使川が朽 えら iしることから 、 吼建令 具への接1''iは強詞 なものとする 必災があ り、エ
ポキシ樹脂で接粋 li'il 巫し た 。 欠m した釘は 4 本 あ り、本体 と 1 ,;j む化が銅の孜 I ·. げ色である 黒色であ っ た
が、修復において は真鍮製の釘に漆 卜地 を焼き 付け Z で、1且色 に 色付けし、その代川 とした。 ( lxl 43)
25. イ i 馴の 内蝶番の緩みは、本体側のネジパの吸机が）恥囚 と 名： えられたので、い っ たん本休 より 右訓 を 」収
り外す こ ととした。 蝶番の ド を確認、 したところ、 卜方の蝶番卜ょ り、［悲色 に許色 された）旱手の紙がりけれ
た 。 これについては、令具 を取り付ける 11祭、辿刺 に ）,',j~ り込み過 ぎた部分 を補 う為に補殴された ものと







opy Analysis of "Saha Makie Raden Kamakurabori Cabinet" 
金ー鋲ー鉗I i晨炭比 ＊
Gold-silver-coper 
Ratio of concentra ti on 事
令鋲銅
Gold Silver Coper 
(wt%) (wL%) (wt%) 
I 
い(i i,(jJ.)'i {(: 「． 栄の栄り）令
l<irilu111c,maple leaf, fronl, righl door 
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02 , 
rl渾 i右扉 糸闊どの 栄 令色部
(,old, maple leaf, fronl, righl door 
220. 4 0. 」 I . 3 12 . 0 99 . 5 0. 1 0 .1 ー・・ ・・・.... " .............. "一――.... —... —....... ————.. — —————— —······ ――ー一ー・.... —... 一......................J ー... 一ー・―― ―― ―――――――― ー・・―― ―
0:1 
い(1i ,(i扉紅栄の菜令銀色部
Cold and silver, maple leaf, fronl, right. door 
」 53 . 4 :3 . 8 2 . 1 2 L . 0 2 . 6 85 . 4 14 . LI O . 3 
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（） ヽ l
l い (1i,{ i扉紅栄の栄赤色部
l~ccl, maple leaf, fronl, righl door 
97 . l O . l O . 0 17 . 4 97 . 6 0 . 1 99. 3 0 . 7 0. 0 
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r iｷ. 1(i ,(i扉糸l菜の菜枝の文，',,、
,) 
lnlr!,Cclion of branches, maple leaf, f「on l, right dor 
L 7. 3 0. L O. I 76. 0 
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06 . ii ・ 1(1i / ば）i"; d/: の杷
l~arlcy head, front, left door 
4 5 . 0 0 . 1 0 . I 68 . 6 
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07 
背 1 (1 i 中 央 1 -. rm 木彫朱喰部
88 6 
Vermilion coating, carving, back face, upper center 
140 .2 
97 .1 2. 8 0 .1
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98. 6 1. 4 0. 0 
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8 . 
,'f 1(i I j 1 リ-!: 1 ·. f'i l l オ-:J ,';J~外d、'i{';II
S/111a!?i carving, back face, upper ccnlcr 
28. 3 146. 6 
-- -一・ー・・・――――――――――――――――― ―― ―――――――――――――――――――――――------------------――----―――――――――― ———— ――――--―― 0 ・・一ー・・・――-. --.. -------------------------
ii'.. 1(1iN扉内側 •,,;;;-1: 1 I 1 I 1JJL 廿色部
09 
131uc, Ml. f.uji, iner side of the lefl door, fronl 
159.3 
――――――――――― - --- ― ― ―――――――――――――――――――― ――――――――――― ――――――――――― ――――― ― ―――--――――――― ―― ―疇~ ・・― ― ―――― ― ―――― ―― ――― ―― ―― ― ――---- ― ――――ー一・・・・・・
ii'.. 1 (1i /臼扉内側 ｷ,.;;-1 :1 I 1 稜綜 1冗色部
JO 
While, Ml. Fuji, iner side of the lefl door, fronl 
180. 7 
—— ··------ -―― ー ー・・ ・ ―― ― ―― ― ―――――――――――――――――――――― ―――― ―---――――――― ――――――― ― ―――――—- -―― ―――― ――― -- -- ----―― ― ―――― ― ― ― ―――-. --. -......... -. ー―――--―― ―――――――――― ― ――――――
i1 :_ , ( 1 i /i:J.; 1\内側窄 i' I 色部
1 
While, sky, iner side of the left door, front 
6.4 9j,8 
ー・ ・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一． ． ．．． ．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー・・・・・ー・・・一・・・・ ・・ ・ー・・・ー ・・・・・一ー・・・ー・・ ・ ・・ .. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
)2 
i1:_1(1ik /,lj-Jil(i 、 I，ヽ，'.1 鉗色部
Yelow, bird, decorative edge, front left 
3.6 8.3 172.: 
ー・・・ー・・＿＿＿＿＿ー・ー・・・ー・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ー・ ・・一 ・ー・-- - -······· · · ···--· · ············- · ··· ー● ー・・・・・ー・・・ー・ー・・・ ・・・・---··· ー・・ー・ー一ー・・一ー・・ー・ ··- i ト ・ー 一 ー一ー・・ ・――- · · ————— ————— 
、 il : 1(1ik IHI i1(1i 緑色地文
H 
'Gren background design, decorative edge, front left 
13. 0 8. 9 39. 7 IO. 3 
＿＿＿＿＿ー・一ー・・一ー・一ー・＿＿＿＿ー ・ ・＿＿＿ ー・ー・・・・ ー ・ー 一 ー・ ＿ ＿＿＿＿＿ー・＿ ＿ ＿ー ・＿＿＿＿ ．． ．．ー・・・一ー・・ー・・・ー・・・＿＿ー・ー一ー・・・＿＿＿＿＿＿．．．．ー・一ー ・ ・＿＿＿＿．．．．．．．ー・・ー一ー・— _ , ト ー一ー一 ー・・・ ・一ー・・・ ―― ―――ー・・―――
] 1  
印(1i扉令具. '. 且色地
Black, mclal riling, door, ronl 
4.0 l665.J 0.1 
———— ―ー・---――ー・・ー・・＿＿＿＿＿＿―-一― ― ― ― ― - -------------------------------------―――――ー一・-----------..... ---------一ー一・＿＿一● 一・・・・・ —_, ト ー――――ー・・―――――――――――――――― ―
Ii:_ 1(i J.)i'i令 具． 令色部
]5 
ｷGold, mclal riling, door, ront 
25. 7 1477. 0 
——-----· ー・· —ー・---- - -· ー・~ ———---------------ー・-----------. ——- —---- ---------------------------· 一・・・・・・・--------. ------------ — ——————·-——————— ————— 
い(1 i 水仙の化銀色部
——————————————————————————————————— ——......... ....... ー・・・・.......... ーー・＿＿＿＿＿＿．．ー・.................. ――――――― ― ― .l[ ――― ― ―ー・――― ― ―. . . .... ......16 Silver, narcisus flower, lop face 0. J 18. 1 13 . 2 5. 2 0. l 99. 2 0 . 7 
17 
I ~ 1(1i 水仙の雌金色部
Gold, narcisus flower, Lop face 
126.,1 2.5 21.7 l.3 87.6 11.9 0.5 
———----——— ———— ———————————————————------------------------------ーー・・ー・・・・一ー・・・--ー・・・ ---------―ー・＿＿＿＿＿＿＿―-一―――――― ― l ― ―――--------- --―――― ―――――
18 . 
Iｷ. 1(1i ~ どの 先端 • 1 i. 11 粉
1,mme j,/J', lip of narcisus leaf, lop face 
93. 8 0. 5 60 . l O .1 96. 5 3. 5 0. 0 
—- ------------— —————————————————-------------------------------------------------------—————————l _______________—————----———————————------ti 、:. 1(1i右扉内側 内枠端部 1勺色物質
19 
l¥'hite substance, edge of the franie inside, back of the right dor, front
109.1 46.3 87.1 
かい状態であ っ た 。
このため現状での取り 付けは不可能であることから、 補瑣 した紙の）立み分を刻苧で充瑶するととも
に、ネジ穴も刻苧を用いて適当な大きさの穴となるよう同11 、'i= に充瑣した。 刻苧の乾繰後、元の状態 に
糾み付け る ことで扉の傾き や、常に開いてし まう 状態を改将することが出米た。
位． 化 1 /、1,;絵螺釧鎌倉彫笥笥 16 
41 螺釧欠1員部への芯張り
, ltimbari on the missing raden part 
42 螺釧欠相部の形状修 Ii :





16 fa)t: X線測巫位 ;;r ,·: ] 
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49 X綜透過伽彩 右側而 よ り伽彩
X ray radi ograph y 、 La k en 「 rom til'ri,14hl 
168 
26. 最後に、朱 1 /かの際イ史川した顧料に支漆を練り込んだ下地を作り、朱徐り の部分の細かな亀裂や木地の
桜合部分の隙間 に小さ な柁鯰を 川 いて允取した 。 また、杞漆面や［背絵部には、水紬 りした徽細な砥粉
に 、I.I.'. 漆を 混合した 卜地 を裕 ）l如の際や破損した d、Ii絵の際に同村~に充瑣し、柔らかな紙で拭ききることで
極微 ： 化の Iヽ・地材を残留 させ、喰）l~ 鳩lj 腐作の 1 り発防 止 とした。 （図 4 4 )
27. 修似終 ( 後、 ~'l, iJ材で1呆イf箱 を 製作 した 。 氣密性 を 此jめるため I JH 11 部 を側 1(1i と し、 1·廿り の良い樫材を糾
込んだ）1.（板 を 1史川 し、重 ： 代のある 本体 を 容易 に納められるよう 名： ｝忍 した 。 また、多少の ?!11!.炭変化に
対応で きるよう 内部に 60% に ，闊格した ，枇)? !砂材 を 2 11i' i l糾み込んだ。 ( lxl 45)
材料及び構造の確認
修似の合間 をみて、束ぷ文化財研究所の 協力 の ,~·'泣光X線による 1/、'ii絵粉、金具、漆絵の金）萬分析 と X
線透辿撮影による 本地朴り辿の1if 認 をおこな っ た 。
令）瓜分析は、 ii :_ J(ii 扉 と ）く板の i/Ji 絵粉、 t I:_ 1 (1i 鍵金具、），杯 ） i 1( i と ）i 内 部の漆絵の顕料•、背 1(1i の朱の顧料、仝19
か所を 選択 し 、 測巫 を依頼した 。
分析の帖呆は次の辿り である （表 l 、 46 ~48 )
d、怜絵部分である No.01~06のうち 、 03の灰色部分 を 除 く 粉及び t)J 令 は 、 ほほ純令 と 判断された。 03の灰
色部分は、お よそ 20令の百金を使川していることから、 視状での色調は銀の成分が酸化したも のであり、
本米はより 』＇〔色みが強訓された色調であ っ たと名えられる 。 ） ,~,{ i の側板の ii、'i絵に少し られる 詞様の色訓部分
も、 詞 じ糾成 と 判断される。
火板の ii、'1\絵データの16~18の 1村、金色部分は I F1(i I伽絵 とほほ類似した令粉が使川 されて いるが、 16の水
仙の化や菜の付け根に見られる灰色は銀粉であることが解っ た。 銀の酸化は り［ いため、 i'Iり路でア メ リ カに
イ、''i い にときにはすでに銀色は失せていたと 息われる 。
テー タである 07 、 08 を 比餃すると水銀以外に朱唸り の部分の 力カゞ朱 ii、'1\のみの部分より鉄分が
I ~ まれて い る ことが解 る 。 これは朱裕り以削 に施 された 卜地材 に合 まれる 鉄分 と 名 えら れ
1 2 、 1 3 は ）， 1f· } i 1(1j に施 された漆絵であるが、 、 I，・カを 枯'j い た 訊色の顧料か らは多 斌の砒索が含まれてい る こと
から、 硫化砒索、いわゆる石筑 Ut!f1鉗） を使川 したものと朽えられる 。 地文を 4贔い た緑色か らも 砒本が現
れて お り、イ i筑 に何 ら かの助料を混ぜあわせた ものか、 ,'i·系統の染料でイ j 貨 を 染めたものと考えられる 。
ヵぉ、 Ca は 明度を」げるために使川 した胡粉 と 推測 され ·cv o 
09 - 11の扉 内 部の漆絵か らは強い鉛の反応が検出 されている 。 この 111 i11 川の色閥］ は I ' I をベ一スに薄緑や青
色が什「かに混合されて いる ものと考えられるのであるが、この色加］ を漆でよ況する場合、大きな問題が存
在する 。 追常漆は鉛系顧料と混合した際、発色せず黒色化する傾訓にある 。 ま た、漆特イiの褐色が顔料の
訓 に残り容笏 に色がでないのである 。 1301 1 '· の歳 ）］ が漆 に透 IIJ j 度を りえたのか、もしくは漆以外の塗料が
混合ないし、単独で使われた可能1生もあるのか、 ' l':1J 断に迷うところである 。 後 II 、白色顧料の 1 つである
鉛 I'I を 分析したところ、本作の漆絵の顕料に近い糾成であることが判明 した。 今後、 明治期の同種の技法
を元に制作 された作品梱を訓査分析す ることで技法の解明に繋げたいとこ ろである 。
19の 白色顕料は 、 漆絵と外枠との隙 I―11-1 に充埴されているものである 。 鉛の反応が強いため、鉛白の使用
が考えら れる 。 水銀の反応が現れているが、対象の面粘か狭いため、隣核する朱の水銀の影靭と推測され
る 。
X線透過撮影は、 正面 、 左右側面 、 上面 、 背而右角、正而左角の 6 か所より撮影を行 っ た（図49) 。 そ
1'/( 化 1/炸絵螺釧鎌和形節．笥 169 
鮎呆判明 したことは次の辿り であ 'o) 0 
本地はそれぞれ 2 枚から 4 枚の柾 11 の良材 を接 ぎ合わせて 1 枚の板 として い る 。 令 11 や宋らかな本質左
見 る IIN り、、琢具、彫刻の適材である桂材を 1史川 したものと わ えられる 。
ィI i -1'『せは施 されて い なし 。
火板 と 側板は 1 枚の板に）,']: り と喰及び ii、\!絵が施されているが、 ii:. 1(1i J_J(及び各抽‘、 I · の ii炸絵 I (1 j は別材にイ I : I. 
げられ、彫りを施 したフレ ー ムに 嵌め込まれる形武で糾み立てられている 。
本1本 は各 1り 1 (1 i に艮 い釘が兄 られることから 1付部の棚板を納穴で糾み、 1/、'l絵まで11: I ·_ げられた火板、 両側
椒、脳板の 1!1.l i(ii を鍛辿製の釘 を -l ' Jち付けることで糾み立．て、 その後、背 1 (1i板 を Iii]様 に釦で打ち付 け、 」＼文移
に 台輪 を支漆などで接粋したものと 判断する ことが出米 る 。
使川 された釘は 、 長さ 3 cm、根本部分の人さは 3 mm fり 程炭 と 名：えられる 。 本数は大椒側 より 4 本、 両側
椒14本、底板 8 本、背面板24本、総数50本の釘が使川 されている 。 この節．笥は翡絵や彫り の技1府の兄 'j,;
に眼 を恋われがちでるが、表に見え な い部分で、」ぐさ 3 cmの釘 を 11 : Iｷ. げ 1(1 j を似めること なく 打ち込み、 糾
み上げるこの技もまた、現在では失われた燈児的な技術として評価されるのではなか ろう力 。
おわりに
明治期の万国博覧会を通じて多く の漆岱や家具がアメ リ カ、ヨ ー ロッパの I El 々に輸出 された。 本査料に類
似する 漏絵家具もまた、相当量輸出 されたものと名えられる 。 1呆イfのよ い美術節から 1J-,1 } っ たこのiYf~'°;'i の状
態 を見れば、多くの漆器類がどのような状態に附かれているか想像することは難し くな い 。 修似を終え、
改めてこの臨笥を見るとき、明治初期、 ぶ伯藩体制の崩壊 とともに職を失 っ た d屈絵n ,1 iや唸 !':i i i が札j.1 1 : を 懸け、
揮身の想いで作っ たことであ ろうこ のイ1， 清心 には、 iiふ絵 r: 111 た
く 感じた。 今回の修復を通じて得 られた 'l'ii報が、今後こ l
l:. 0 
謝辞
の ） ( f と 汀． ） 洲ぷ絵の本流が流れていることを強
ii、ヤ 絵‘家具類の修似の一助 となれば幸いであ
今 '"' の保介修復にあたり 多くの諸知I : のこ』）J I; を いただ きました。 X綜透辿 ' tf. 真柚妙；；.クには 束;;(文化財iiH
究所の三油巫俊氏、泣光X線金）晶分析には詞{i)F究所の • 11. J い艮光氏 、 1 仕川 泰弘氏のこ協力 を fii きました。 1が
イf川 の ti叫箱 は人塚降氏に製作 して 頂 きました。
-こに記して、特様にお礼 I I i し I ·げまて 。
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〇n the Restoration of uSoka Makie Raden Kan1akurabori Cabinet" 
in the Collection of the Philadelphia Musemn of Art 
amc or Lhc objecl: "Solw Ma~ 如 l如畑 Kanwlmrabori Cabincl' 
wncr: l)hilaclclphia Museum o[ /¥rl 
J nvcnlory number: 1916237 
ｷsurcrncnls: 32.2cm x t18.6cm x 51.6cm 
Introduction 
KATSUMATA Sa しoshi
rushi Con scrva しo r
"Solm /1/a/ ~ie Rade竹 Kamalmmhori CabincL" (hcrcaflcr referred Lo as Lhc CabincL) in Lhc colcrｷｭ
し i o n or lhc Philadelphia Museum or Arl was reslorecl as parl of The Cooperative Progrnrn 「o r LI 
'nservalion or Japanese ArL ObjccL 
lnslilule for Cul Lura I Properlies, Tokyo from June 2001 しo March 2003, a cluralion of 22 monlhs. T'his 
is a reporl on Lhe aclual work of resloralion and on informalion obla ined しh ro ugh il. 
History of the Cabinet 
The Cabinet being discussed is a smal wooden carved cabinel coaled wiLh urushi and clccornlccl 
wi しh 117(1/~ie and raden. Ilhas a door LhaL opens Lo the righL and lcfL. The enLire surracc is carved ancl 
oalccl w i しh vermilon urushi. There are window frames on al Lhe races excepL Lhc one at Lhc bac l 、 ,
and designs or plants and flowers o[ Lh 
ily in Lh 0 「 Amer i ca . The Philaclclphi;.t 
Museum or Arl, it 
abincl was al . 
AL lhaL Lime, Lhe Meij GovernrnenL considered Lhe ExposiLion c1s a good opportunity Lo export 
しs. The C,,binct 
ricntal. IL is a 
very valuable malie cabinet of the early Meij period that shows characteristics of craftwork madハ
pecificaly for export. It is also valuable as an objecL whose time of manufacture can be dclcrminccl. 
(Photos 1, 2) 
Description 
tructurally, the Cabinet consists of a bottom board, side boards, top board, back boarcl and ;,1 
base. After finishing both sides of these boards, they were assembled and nailed with forgccl rn, i Is 
Foundation and urushi coating were applied on the edges of the joints so as to conceal the na i I hcacls 
Then the edges were decorated with simplified motifs of birds in green and yelow urushi and polished 
I -
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Each of the door boards is aLLachccl Lo Lhc body of Lhe Cabincl by Lwo hinges o n しhe inside, and Lher 
is a metal lock and key al Lhc cenler fronl wilh a design of a finely line carved (/,ebori) peony. Th 
metal is black, the color o[ healed copper conlaining a smal amounl of gold. The l,ebori and a rea 、
surrounding the lock and key are finished w i し h gold gilding. There are one large drawer and Lvvo smal 
drawers below the door. lnside Lhe door are six. smal drawers of various sizes. r「 he melal knobs ar 
of the same finish as Lhe lock and key. (Pholo 15) 
The entire surf ace of Lhe back board and Lhe window [rames on しh e olher (our sides (Lhe f ronl, 
two sides a nd しhe Lop) are inLricaLely carved with a moLif o[ pomegranates againsl a b 
inlaid concenlric squares. The outer skin of the pomegranates is also expressively cl
patterns of various Lypes. (Pholo 2) 
Two differenl Lypes of surface [inish can be found on Lhe carvings: the higher parl of Lhe ca r v in吋
is coated with glossy vermilion urushi while Lhe lower parL is sprinkled with vermilion pigmenl usin 
a technique caled shumalzi. In し hi s Lechnique, urushi is firsL applied thinly over Lhe carvings; しh e n
vermilion pigment is sprinkled, as in mal,ie, before Lhe urushi hardens. In the case of Lhe CabineL, 
vermilion urushi was applied several Limes Lo しhe higher parL and then polished. Then raw urushi wafｷ 
rubbed into the entire surface afLer which iL was wiped of [rom the higher part. Then vermilion 
pigment was sprinkled so thal Lhey would remain only o n しhe lower part. Finaly the entire surfa 
was polished. This is a coating Lechnique used in Ka11wlmmhori to highlight the lines of carvings by 
creating shades on the vermilion 
The inside of each window frame is decoraLecl elaboraLely wiLh ma/ie and 泣den on a black roげ0
finish. The design on the left door is thaL or barley head clone in thin talza; 阻alzie with a lark in th 
background in whaL appears Lo be an inlay using Lhe horn of an animal. The design on the right door 
is that of Japanese maple leaves and propeler-shaped seed pod 
mother-of-pearl inlay. The design o[ chrysanLhemum and Japan 
right are expressed wilh inlays o[ molhcr-o[-pcarl, using bolh while and yelowish parts of the shel, 
technique having been used lo dcpicl 
mother-of-pearl; in the background is an inlay of a dragonfly made by using material of Lhc sam 
quality as that used for the lark on Lhc fronl. M叫ie lcchniquc similar lo Lh 
used to express the branch of a hazalm m cherry Lrcc on しhe righl face. Lighllyｭ
was attached to the back of Lhe molher-of-pcarl shel pi 
the very light pink color of the carving and lo emphasize ils clelicaleness. In Lh 
are poetically expressed wilh planls and rl 
the 、mak£e technique used on lhis Cabinet may be said lo have inheriled lhat lradition. Considering thal 
the Cabinet was made before Meij 9 (1876) and lhal lhe 1(!/,ie arlisls lhemselves had lived durinQ th 
Eclo period, it is quiLc unclcrslandablc thaL Lh 
the techniques and designs. (Photos 4, 16-19) 
f Ecl o 切aliie are observed strongly in 
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n the other hand, expression representative of a new age can be found on the inner side of the 
n Lhe inner side of the door and on the front board of the six small drawers is a design of snowｭ
capped Mt. Fuji depicted in such a way that the strokes of Lhe brush can be seen. The color tone is 
also diHcrenl, wilh light blue being used rather than the black of mak｣e. Since traces of the surface 
There arc Lwo inventori xhibilccl al Lhc 1Norlc Exposilion, one in Lhe Tokyo 
aLiona I Museum and the oLhcr in Lh 
warded prizes in Lhe Tokyo National Museum Loday. Si, 
the entri 
Taishin and Ogawa Shomin who aclively manufaclurcd man 
n cn o 「mo us number of urushi objecls and ma/tie furnilure like parlilons and 
ｷuggcsLing some relation with the Cabinel being discussed in Lhis rcporl. 
ondition before restoration 
amagc lo the Cabinet was caused by lhe shrinki, 
[ound on the urushi-coated carvin 
Lhc maximum widlh of Lhc crack was 
Th mm. c porlion of the board to the righl of しhe crack had sweled approx,malely 1.5mm, causmg 
Lhe crack lo appear painfuly larger than it realy wa 
Lhc righl and lcfl bul also forward and back. /¥ pi 
and bollom o f しhe back board, with the grain running r 
lo prcvcnl しhe subsしrate from warping. So Lhcrc were also cracks Lhal ran horizonlally on the portion 
where Lhis reinforcement board caled has加加叩 and Lhe back board meel, 15cm at Lhe top and 8cm 
at Lhe bolom. There were also many missing parls around Lhe cracks on Lhc carvings, possibly caused 
by Lhe sofl nature of the wood. (Photos 7, 8, 20, 21) 
The back board is inserted into a frame-like slruclure composed of the four remaining boards and 
joined wilh nails. The nails and the joining edges are covered with foundation and coated with 
vermilon urushi to hide the nail heads. For this reason, large cracks were found on three sides of the 
back board (top, left and right). There was also a long crack between the back board and the base. 
The crack to the left, as seen from the back face, was especially large, its maximum width being 
approximately 3mm. This crack caused the side board to swel outward near the center. (Photos 22, 
23) 
There were cracks on the substrate of the right and left side boards as wel. There were large 
cracks on the part where both side boards join the base. The one on the left board extended vertically 
almost to the center at a width of about 1mm severing the 1仇akie a litle below the center. A close look 
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al lhc black Led sur(a on which Lh 11a/de had b n appl icd rcvcalcl a lra [ a joining, 
uggcsling lhal しh i s is a joint. On Lhc right board, Lh n lh lh 
back face. There was a difference of about 1111 in Lhe length of Lhc base and Lhal of Lhe side boards, 
rds had shrunk grca し l y . (Photos 24, 25) 
Raden shel pieces inlaid on the left, right and top faces after the completion o f 加Ide wer 
missing. There is an arrowroot flower depicted with four pieces of thick mother-of-pearl inlay in Lh 
middle of Lhe left face, bul Lhc largest piece al the tip was n廿ss ing and a piece of J a pa n"い
pink could be seen. On the right face, two cherry blossoms were missing, one on the up1 
and the other at the center. Parts of the 、rna!,ie around the she I Is on the left upper portion were also 
missing. There was also Japanese paper, which had probably once falen but wa 
some kind of synthetic adhesive, but it had discolored severely and was dirty. Th 
right center was found stuck and preserved in Lhe back of a drawer, but it wa 
had cracked at the middle so that it had to be removed carcfulv. The remainin 
(rom th 
become partialy lifted and were in danger 
on the top face were partly missing. Because Lhe parl from wher 
it was thought at the beginning lhal melal inlays had been applied. J Iowever, ob 
Japanese paper under the grime, proving lhal shel pieces had been inlaid just as on the sicl 
color was actualy the color of grime lhal had accumulalcd. 〇n Lhe whole, makie had not b 
but, as with the urushi coaling, il was quile dirtv and lhere was much corrosion so that careful 
cleaning was necessary. (PhoLos 26 28) 
Abrasions and fingerprinl 
where makie had been applied. Th 
with a milky film and had I 
covered Lhinly with grim 




places. This was probably du 
As for the lock and key on LI
the righL half of the lock and l 
two proj 
had been broken. ln acld i し i o n , LI 
was unslable and would Lill s l i gh し 1
Lhe door could nol b 
key on Lh 
f LI
found on し he black urushi-coaled surface of al the fac M• 
aling o[ lhc lop board, inparticular, was covered thickly 
urushi coaling on lhc inside of the drawers was al 
Lains on Lhc 11n1shie inside Lhe door 
' •rv ings on al lhc races of lhc Cabinel. r「he carvings on lh 
make il clirficul  lo conrirrn lhe shape of lhc lower parl of lh 
, Lhcre wer ray coalingｭ
in contact w i しhlc[L when しhe Cabinet cam 
o that the subslrate could b 
the Cabinet was moved 
n al 
(ronl or Lhc Cabincl, Lh 
had ralcn, bul il had 1 
Lal covering olale on Lhe lefL edge of 
La lalcr rcpai r し





two lower nail:ｷ 
of the left door 
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Restoration policy 
Restoration was to be conducted in accordance with the principle of maintenance of the present 
condition that is applied in Japan to the restoration of nationaly designated cultural properties. 
Detailed specifications were discussed with Kato Hiroshi, Head of the Technical Standard 
Deparlmcnl of Resloralion Techniques, National Research Inslilule for Cultural Properties, Tokyo 
and Saly Malenka of Lhe Philadelphia Museum of /¥ rt. Major poinls [or restoration and Lhc basi 
nccpl are as folow 
l. Traditional lcchniques and materials [or lhe restoration o[ urushi objects would be used. PrioriL 
would be given lo the mainLenance of lhe present condition so as nol lo cleslroy lhe characlcrisli 
[ Lhc Cabincl. Eforts would be mad 
repaired Lo a minimum widlh by adjus ling し h e conscrvalion cnvironmcnl <Ile! 
orrccling Lhc shape o f しhe substrale as much as possibl 
' Grime on Lhe coaling film and carvings would be removed as much as possible, paying allcnl101 
Lo Lhe overal ba l a ncゞ ・
rncluclccl 
surface o r し h e shel 
叫ng around lhem was very sever 
This was Lhe basic concept, and any problem LhaL would arise in Lhc process or resloralion was Lo I 
:liscussccl by persons concerned. 
Restoration process 
1. S ince しhe re was a checklisL made by Lhe Philc1dclphia Museum or /¥rL concerning the clclails of 
racks, abrasion and missing shel pieces and par しs, Lhe concliLion of Lhe CabineL was checked 
・ ~ cco rd i ng Lo Lhis checklist. In addiLion, a sc1Jarale !isl o 「 a similar form was made Lo cloubl 
nrirm Lhe condition before restoraLion 
PhoLographs were taken of the condition before restoraL101 
rac ks しh a l were in danger o[ [ailing 
were faced with narrow rectangular pieces of gamjJi paper using wheal starch past 
prevenl them from becoming lost during r 
4. In order to readjust the shape of the back board as much as possible, il was decided to slorc Lh 
Cabinel for a certain length of time in a humidifying chamber set al high humidity. The hurnicliL 
of the chamber was gradually raised, observing the condiLion of the cracks and checking Lh 
movement of wood. For the first three months, humidity was kepl al 70 to 75%, but almosl nc 
movement could be confirmed. Then humidity was raised to 80 to 85%, and the Cabinet was placccl 
in a wooden frame and pressure was applied to the back board by using shirnbari sticks. By cloinv 
this, the wood began to move in two weeks. The 3rnm crack found on the back face narrowed Lo 
2mm and the difference in level was also reduced, although only a litle. However, no change was 
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seen on the cracks between lhe back board and lhc side boards. (Pholo 31) 
5. While humidity was being applied lo lhe Cabinel, grime lhal had accumulaled on Lhe urushi coalin 
and the carvings vvas cleaned. There was a Lhin .film remaining on Lhe black urushi coaling 
suggesting thal some kind of coaling, like shelac, had been applied. So UV fluorescence pholograｭ
phy was taken be[ ore cleaning lo iclenli [y lhe subslance. As a res ul し il was found lhal lhere wa '・
no trace of coaling having been applied on Lhe urushi surface. Insleacl, il was lhoughl lo have been 
a remnanl of wax or some kind of malerial Lhal had been applied Lhinly lo give gloss. Grime on 
a coLLon clolh LhaL had been moislencd wiLh pure water and firmly wrung dry. Care was Lakcn L 
make sure Lhal moisture would nol remain on the urushi coating. For grime thal could nol I 
removed with water, solvents were tested in order to select one that would be safe. Tesl resulL 
showed that ethanol was the besl, so colon swab immersed in ethanol was used. By gradual! 
removing the grime in these ways, iL was possible Lo bring back an appropriate amounl of gl"'ｷ 
to the surface. (Photo 32) 
6. Grime around the carvings of vermilion urushi was cleaned by [irsl removing the dust Lhal had 
accumulated in the lower parl of Lhe carvings wiLh a hard brush. T [owever, this was not enough 
to remove the grime thaL had accumulaled, so a lhin, sorL pi 
and a slightly moistened brush was used Lo Lap on Lhe lower parL o[ Lhe carvings in order to loosen 
the stubborn grime. By しl1u s using paper as a bloLer iL was possible to remove the grime litle by 
litle. Because it was noL i:
coating material had been found, a blunL carving knife was used Lo scrape lhe urushi coating li tt l • ’ 
by litle. (Photos 33, 34) 
7. Parts on the top board where しhe mden had falen had become gray and were most dirty. Sine 
remnants of Japan 
nly lhe adhesive with a solvent. Iowever, itwas decided l 
aling ,vas reinforced by applying very thin raw urushi. With th • 一’
urface of urushi, and I ighl deflecled by th 
fingerprints and oiliness of し he hand Lo remain on Lhc urushi coaling. Thus, a l しh o ugh in restoration 
raw urushi is applied over Lhc cnLirc surface, in Lhe case of this Cabinet special care had to be taken 
for the carvings. Because raw urushi had noL been applied over Lhc shum.ald, there was clanger of 
arvings and nol Lo alow raw urushi to seep into th 
9. After aboul a year of adjusLing Lhe shape o[ Lhc subslrale by humidification and sh加bari method, 
sh加ba厄 sl i c k s were removed and humidily was gradualy relurned to approximately 60 to 65% 
L 
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Rh, the most appropriate environment for urushi objects. When humidity was further returned to 
bout 60%, the substrate tended to return to the previous condition and the difference in level 
ppearecl. However, when the environment in which the Cabinet would be placed after restoration 
was considered, there was a risk that adjustment by means of applying pressure any longer with 
如・mbaれ: slicks may cause cracking on the restored portion. For this reason, itwas decided that 
Lhe mosl appropriate way to restore the Cabinet would be to join the substrate in an environment 
(60% Rh and in such a way lhat it would nol be subjecl Lo pressure. This w叫d then be folowed 
by filling the cracks with lwlnrso for stabilizalion. 
JO. M1tgi umshi diluted with a solvenl was impregnated in order Lo reinforce areas around the cracks 
Lhal would then be filed with l,olmso. 
1. !(olwso was made by adding hemp fibers and sawclusl of spruce wood Lo 11uf{i umshi. This wa 
filed inlo the largest crack o n しhe back board wilh an iron spalula made by processing a needle. 
/¥ fler Lhe urushi in Lhe rnid-porlion of Lhe crack had hardened sufficienly, lwl,uso was (i lied again 
ｷ:1ch Lime. Because adhesion is required around the middle, more 111,1;、gi 1rmshi and a great amount 
[ longer hemp fibers were used. In addition, finer sawdusl was used for l,olmso riled in area 
loser Lo Lhe urushi coating surface. In this way, the components of l,ol,uso were acljusled according 
Lo the depth to be filed. (Photo 36) 
12 . .l¥.fler the shape was roughly reslored by using kol,uso, the shape of the carved parls was adjusted 
with a file normally used for melal carvings. Reproduction of finer porlions like Lhe ground design 
was avoided, but the nuts and leaves were reproduced to a certain degree, making sure Lhal Lhe 
veral appearance would not be impaired. (Pholo 37) 
13. In order to adjust the surface of Lhe cracked porlions, rm~ 且i u加shi was applied vilh a spalula made 
f cypr"'"ー' 
14. The surface was dry ground with a Nagura whelslone and coated wilh Lranslucenl urushi using a 
ma/de brush. 
15. The surface was once again dry ground wilh Nagura whetstone for a 1inish Louch. (Pholo 38) 
16. Originaly, the areas around the cracks on the back face were finished wilh a coating of vermilion 
urushi on the higher part of the carvings and shumali on Lhe lower part. Bul since parts filed with 
kolmso were parts that did not originaly exist, il was decided to apply shwnahi there. The reason 
for this measure was that when compared to using coating, this would not impair the overall 
appearance since the form and color of the carvings would be less co nsp i cuouツ ・
17. Mercury sulfide, which is a pigment for vermilion urushi, was used for shumali. There are four 
kinds of vermilion that have mercury sulfide as its material: honshu, al?akuchi, liiguchi and 
awakuchi, in order of dark to light vermilion. In this restoration, bengara and black bengara were 
used as wel. These six kinds of pigments were mixed to make vermilon pigment similar to the 
original one. 
18. The part where the warped surface had been leveled with Nagura whetstone was first thinly 
coated with translucent urushi by using a makie brush. Then vermilion pigment was sprinkled with 
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a brush. Because the shape was complex, much lime was required lo do the ground coaling 
Considering the Lime il would lake fo r しhe urushi lo harden, an area of only aboul J 0cm could b 
sprinkled with vermilon pigment at a lime. Moreover, since care had lo be Laken lo make sure lhal 
vermilion pigmcnl would nol spil on lhc surrounding carvings, lhis was a relalivcly lim,ｷｭ
consuming work. (Pholo 39) 
19. Translucent urushi clilulecl w i しh a solvenl was applied over Lhe surface o[ dried vermilon pigmcnl. 
Then vermilon pigmenl was sprinkled agair 
20. Excess vermilion pigmenl was first dusted off with a brush from areas around the restored 
hu叩old portion. Then translucent urushi diluted with a solvent was applied thinly lo consolidat 
the vermilion pigmenl. Excess urushi was blotted with gam/Ji paper. By repeating this step several 
times, the translucent brownish color characteristic of urushi penetrated in to しh
pigment, making it possible to create a tone of color that blends in with the surrounding 
40) 
21. The urushi coating around the missing raden pieces had become lifted together with the foundaｭ
tion. So 切ugi urushi was impregnated into the cracks, taking care not to stain the Japanese paper 
that had been used to apply color Lo the back of lhe shel pieces. The urushi coating was then preゞ
stabilized by using shimbari sticks. Four kinds of plastic sheets were placed between the lifted 
portion and the shimbari sticks as buffering material so that the urushi coating might adhere safely 
and firmly. (Photo 41) 
22. After removing Japanese paper rrom parls on the upper right face where raden pieces wer 
missing, the surfa 
paper similar to thicker gam/Ji paper was used 
f the present condition would 
r, this was changed since it was feared thaL しh
paper alone was reproduced. Thick gam/Ji 
paper was colored wiLh benga加 しha L had been dissolved w.ith animal glue, cut into Lhe shape of 
cherry blossoms (Lhe parls LhaL had become lifted) and adhered with animal glue. (Photo 28) 
23. Japanese paper was remaining on parLs of Lhe cherry blossom from where shel pieces had falen 
However, Lhc edges of Lhe paper had become lifted and were no longer flat so thaL iL was n o し
possible Lo rcfix Lhe shel pieces. So the lifted edges of Japanese paper were cut of a nd しhe gap 
was filed w i し h l,ol,uso Lo level the surface. Other parts where the surface of しhe paper had losL iL 
color due L o し he loss of iLs upper layer were colored wiLh b切ga泣 After adjusli ng Lhc shape of Lh 
surrounding urushi coaling wilh a file, しhe shel pieces, on whose back side animal glue was applied, 
were adhered bv pressing lighLly wilh a finger. (P holo~2) 
Lions on Lhe back o f しhe mclal covering plale thal wcr 
ne Lhal had broken was reproduced by using epoxy resin. 
would also serve as Lhe knob of a door. But because Lh 
key was missing, i L is Lhoughl LhaL Lhe covering pl ale had been used as a substitute and thal Lhi い
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is lhe reason for the damage. Since it was thought that the door would be shut and opened in a 
imilar way after restoration, itbecame necessary to adhere the lock and key firmly. So epoxy 
resin was also used here. There were four missing nails of the same black heated-copper color as 
lhal of the body. But in restoring them, brass nails were used. These nails were coated with urushi 
f ounclalion before being heated to produce blac l• colored nai Is.(Photo 43) 
n lhc inner side of the right door was caused by 
し he damaged screw holes on the body. So lhe righl door was lemporarily removed from lhe body. 
¥1/hen lhe hinges were checked, a thick black piece of paper was found under lhe lower hinge. This 
Lhc hinge in pl acゞ・
d lo cover a parl lhat had been carved loo much. Because lhe lracks 
rew were missing and lhere was a big hole, il was impossible lo hold 
Because iL would have been impossible Lo pul the hinge back in place, lwlmso was used Lo rcp lac • 一＇
Lhc piece of paper Lhat had been used Lo acljusl the heighL of Lhc hinge and Lhc s i ✓.:e of Lhc hole. The 
hinge was replaced afler lw加so had hardened and il became possible Lo im prove しhe Lil Lingo[ Lhe 
loor and Lo keep Lhe door closed. 
26. Finaly, foundation material was made by kneading mugi 11mshi and the pigmenL Lhat had been 
used for shu111alci. This was used to 訓 f i ne cracks on Lhc vermilion-coaled surface and gaps 
belween the joints of the substrate. A smal spatula made of cypress was used. For Lhc black urushi 
ｷurface and Lhe ma/,ie parts, foundation material made of fine lonol,o powder kneaded wilh water 
and mixed with black urushi was used. This foundation material was applied Lo Lhe edges of the 
urushi coating and of damaged 切al,ie . Then it was wiped of wiLh a piece of soft paper. By doing 
ふo, il was possible to apply a very smal amount of foundaLion malerial a nd しhus Lo prevent Lb 
1rushi coaLing from becoming lifted again. (Pholo 44) 
27. J¥.(Lcr restoraLion was completed, a slorage box was made of paulownia. To alow for grealcr air 
LighLness, the opening was made on the side. On both long ends of しhe boLom board of the box, rail-
ul o(Lhe box, lhus making iL possible to place the heavy Cabincl inlo lhc box easily. In addilion, 
lwo humidily-controling agents adjusted at 60% Rh were placed inside in order Lo respond lo slight 
hanges in humidity. (Photo 45) 
Identification of the materials and structure 
Analysis by X-ray fluorescence of the metal components o f 切aide powder, metal fittings and 
pigmcnls used for u加sh£e and analysis by X-ray radiography of the structure of the substrate were 
conducted during restoration with the cooperation of the National Research Institute for Cultural 
Properties, Tokyo. 
Analysis of the metal components were conducted for the mah｣e powder on the front door and the 
top board, the metal of the lock and key in the front, pigments used on the urush｣e on the decorative 
dge and on the inner side of the door and the front of the drawers, and the vermilion pigment on the 
back face, a total of 19 places. 
"Salm M戚ie f<ama/mmbori CabincL" 179 
The results of analysis are as [alows (Table J, PhoLos 46-tl8) 
Of the makie parts No. OJ 06, gold powder and l, irilm加 し1sccl on a 1 the parts olhcr Lhan the gray 
portion of No. 03 were identiried lo be pure gold. Since 20 caral gold was used for Lhe gray portion 
of No. 03, the tone as it is seen now is the result of oxidation of silver. Itis thought thal originaly 
this part was more yelowish. Parts of the 11叩Ide on Lhc ldt and right side boards that are similar in 
color are also believed lo have similar com ponentぐ
For lhe maluｷe on lhe lop board, samples No. 16 -18, gold powder similar lo lhat round on th 
makie of lhe door vas used. However, the gray seen on the narcissus flower a nd しhe rool of lhe lea v ゞ‘
(No. 16) was round lo be silver powder. Because silver oxidizes quickly, il is lhoughl lhat by the tirn 
When the vermilion on Lhc back [ace, sampl 07 and 08 were compared, it was found し h a l
besides mercury there is much more iron in Lhe vermilion-coaled portion than in the shumoki porLion 
This is thought to be the iron conlained in Lhe foundaLion maLcrial that was applied before coaling 
vermilion. 
Samples No. 12 and 13 are unrshie on Lhe decoraLivc edge. Since there was much arsenic in LI 
yelow pigment used to clepicL Lhc bird, iL seems LhaL arsenic sulfide, or what is caled "orpimenL," was 
used. Arsenic was also dcLecLecl from Lhe green used Lo clcpicL Lhc ground design. It seems that som 
tone of this area is while with a smal amounl of light green and blue. There is a problem when on 
characteristic of urushi wil remain in Lhc pigmcnl, making iL clif[iculL Lo bring o ul しh
Could the 130 years have broughL Lransluccncy Lo urusbi or could some coaling malerial olher Lhan 
urushi have been used by ilsel [ or mixed i nlo urushi? When lead while, a vhite pigment, was analyzed 
at a later dale, it was found Lo be similar in composiLion w i し h し h e pigmenl used for the 1ィ rushie . IL i 、
hoped that analysis o[ olher objccls manu[aclured during Lhe Meiji period using similar Lechn i q u"、
and the outer frame. IL is LhoughL Lo be lead while because lead wa 
also detected, buL since Lhc area is quilc smal Lhis i s し h o ughL Lo be Lhe influence of mercury from 
adjacent vermilon 
X-ray radiography w21s la ken from six poinls: fronl, ldl and rig-hL sides, top, right corner of Lh 
back face and lcfl co rnc 1 ・（） ［しhe (ronL. ( Phol o ~9) 
The subslralc cons i s しs o(Lwo Lo four pieces of slraighl-grained wood joined together as on 
board. From Lhe grain and Lhe qualily o(Lhe wood, il i s し h o ugh t to be wood of a katsura tree, which 
is considered good malerial for (urnilure and sculplur e~· 
.l80 
Nunokise was not applied. 
For the top board and each side board, carvings, coating and makie are applied on a single board. 
However, the 1110kie on the front door and on the drawers are applied on separate boards that are 
fited into carved fram 
incc there are long nails on each corner of Lhe Cabinel, il is believed that the top board, both side 
boards and Lhe bottom board were nailed with forged nails while the shelf boards were assembled with 
joint. Then the back board was nailed. Finaly the base was adhered in place with mugi 
ur1tsh1 
The nails are 3cm long and approximately 3mm square al Lhc rool. A Lolal o[ 50 nails were used: 
4 from Lhc Lop board, 14 from each side board, 8 from Lhe bolom board, 2/J from Lhe back board. The 
、· a/de and carvings are both very skillfully excculcd, bul Lhc skil of assembling an objccl by using 




A ~rea l number of urushi ware and furniture was exported Lo the United Slates and .curope on 
asion of ¥Vorld Expositions of the Meij period. Many piec 
abincl, which 
nclilion 
thought that he could hear the voice of ma/de arlisls and urushi workers wh 
し h e revival of their tradition. He sincerely hopes Lhal Lhe in[ormalion oblaincd Lhrough this rcsloraｭ
tion may contribute to the future restoration of mal,｣e furnilur 
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